
e-kakashi 導⼊事例（技術継承、地域ブランド化など）
福岡県宗像市様

https://www.softbank.jp/biz/case/list/munakatashi/
https://www.youtube.com/watch?v=qEs-DW1gfbM

https://www.softbank.jp/biz/case/list/munakatashi/
https://www.youtube.com/watch?v=qEs-DW1gfbM


e-kakashiとは
これまでのような勘と経験だけではなく、
分析データによる栽培アシストで大幅増収

環境情報を
定期計測

科学的根拠による
栽培アシストを実現

例）収穫高10%UP、品質を向上

環境情報を
定期計測

「いまやるべきこと」
を手元で確認

2名の博士による
AIアルゴリズム

AfterBefore
勘と経験による栽培
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⽇本各地に導⼊が広がるe-kakashi

全国37都道府県、約550ヵ所で、さまざまな農作物栽培に貢献
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2021/09/30時点



科学的農業と最先端技術による持続的⾷糧⽣産エコサイクルを核とした経済発展モデル

人材育成 (Na$onwide)

安定性・高生産性
・高品質

メタンや亜酸化窒素の抑制
肥料・農薬の低減

e.g水深センサや水管理法（AWD method）

環境保全
温室効果ガスの抑制など
環境負荷低減

科学的アプローチ

マネタイズ（輸出含む）

次世代人材の育成

研究者、技術者、農業者

データ、知識、情報、サイエンス

持続的食糧生産
エコサイクルの達成

フードセキュリティ

社会課題の解決へ

経済効果

農業情報プラットフォーム
科学的農業

×
IoT, Big Data, AI & CPS

Copyright e-kakashi All Rights Reserved.
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いすみ市「農業情報を活用した技術継承
プラットフォーム事業」

1⽉16⽇ 第3回ワークショップ

10⽉24⽇第1回ワークショップ 11⽉29⽇第2回ワークショップ

分析例

科学的栽培技術・知⾒を有するICT技術継承プ
ラットフォームを構築し、ベテラン農家の⽣
育環境データを取得し、若⼿⽣産者がベテラ
ン農家の環境データと各⾃の環境データを⽐
較・学習しながら技術習得・蓄積、美⾷素材
の収穫量・売上アップにつなげる

【事業⽬標】

3回のワークショップを無事に完了
事業関係者・参加者からは高い評価

データ収集だけに留まらない

15科学的農業の普及・啓蒙・⼈材育成

ワークショップの実施
～ 環境科学的観点を活用した環境分析のフィードバックディスカッションなど ～



科学的農業の普及・啓蒙・⼈材育成

Copyright e-kakashi All Rights Reserved.
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取り組み紹介︓⽶栽培 JA新みやぎ栗っこ様と（株）ヤマタネ様
「科学的栽培」で、市場ニーズを捉えた米作りを実現

～ e-kakashiが支えるマーケットイン型農業への取り組み ～
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多収穫米「萌えみのり」の産地で、収穫量１割以上の向上

参照記事：https://agri.mynavi.jp/2020_10_20_126787/

JA/米卸/SB連携で
マーケットイン型農業化

取得した
環境データを分析、

改善策をフィードバック
科学的栽培で

日本の農業課題を解決へ

科学と技術の融合で
農業の手法と意識を変革

＊e-kakashi Recipeの
栽培ナビゲーションのイメージ

https://agri.mynavi.jp/2020_10_20_126787/


今後の展望



新しい「e-kakashi」について

小規模農家を含む幅広い農業従事者への提供に向け、
端末価格を約10万円（税抜）を実現
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従来機の課題
高価格

電源確保が必要

設置ノウハウが必要

植物科学的なアプローチ
に慣れていない

従来版の課題 新デバイスと更新版アプリケーション開発による改善

東京エレクトロンデバイス社製ゲートウェイ採⽤。
ソーラパネルで発電し、充電しながら動作可能。
最⼤４種のセンサー接続可能。不⽇照時、不通時の対策も装備。

❶ 完全独立駆動を実現、デバイス1台で完結

❷ 「10万円以下」（税抜）を実現

❸ アプリケーションを用途別に４分割し、機能も拡張
①Navi︓栽培ナビゲーション
②Analytics︓⾼度な分析を簡単に
③Note︓作業を記録
④Recipe Studio︓電⼦栽培マニュアル

e-kakashiが⽬指す主ターゲットは⾷品・育種・育苗メーカーや
農業⽣産法⼈。
導⼊促進の指標となる「10万円以下」（税抜）を実現



Thank you!
Takashi TOGAMI, Ph. D

Deputy Director, Data Solution Dept.
SoftBank Corp.

Email: takashi.togami@g.softbank.co.jp

Science-based Agriculture
Make People Happy
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